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はじめに
H28.4　熊本地震発生

多くの医療介護機関 営業不能 病院・在宅での 
高齢者支援は急務

地域包括ケアシステムの機能復旧が急がれた

の取り組みについて報告



地震発生直後
スタッフの安否確認

全スタッフの無事 を確認

自己・家族の生命安全維持で精一杯

しかし、

断水、商業施設が営業不能→物資確保困難
家屋損壊→車中泊

未体験の大規模災害→パニック状態
家族の安全確保

今後の生活への不安



地震発生直後
事業所の被災状況



地震発生直後
事業所の被災状況

断水 
→飲料水・生活用水不足 
→調達可能

マンパワーが必要
事業所は営業可能であるが

グループ事業所の管理者間で 
営業の是非を協議



営業するにあたっての問題点
今回の問題点：スタッフの精神状態

被災者意識が強まる

休業した 
介護サービス事業所は多い

メディアからの 
深刻な被害状況

物資が確保できない
車中泊を 

強いられている

未体験の 
大災害

避難所生活

相次ぐ 
余震

地域包括ケアシステム破綻



震災翌日の営業の是非を協議

・震災被害対応を要すご利用者が多く存在
・ケアマネージャーへの情報提供

・ご利用者の安否確認(特に独居の方)

※ケアマネージャーも被災している状況であり安否確認できないケースも存在

・ご利用者の身体状況の悪化
※廃用症候群、誤嚥性肺炎、感染症、エコノミークラス症候群 etc.

・スタッフの被災者意識の継続
・売上減少

営業の必要性

休業によるリスク



被災者意識からの脱却

被災したご利用者を支援することに
強い使命感を持って向き合う

判
断 営業する

スタッフの被災者意識の継続

仕事復帰の遅延

事業所の営業再開の遅延

スタッフ少人数体制の事業所にとっては痛手

ご利用者の身体状況悪化、利用再開困難

懸
念
さ
れ
る
こ
と

迅速な判断が必要



震災翌日の取組み

連絡の取れないご利用者は自宅へ直接急行し安否確認

電話にて全利用者の安否確認

同時に被災状況、復旧作業や物資の必要性を聴取

概ねご利用者の無事は確認
連絡の取れないご利用者が数名

自宅での無事が確認

食料、飲料水、生活用水のないご利用者へ物資の準備
復旧作業が必要な場合は独居、緊急性を考慮しスケジューリング
物資調達・配達、復旧作業への必要人員の把握

自宅にもおらず避難所にて無事が確認

1.

2.

3.



ご利用者の安否確認 支援物資支給



震災翌日の取組み

利用者宅の復旧作業通常通りサービス提供

並行して事業所の開店準備
店内外の復旧作業
飲料水・生活用水の調達
来所したご利用者への支援物資準備

理学療法士による心身ケア
自宅での生活指導や運動指導

支援物資配給

コミュニティに身を置くことによる安心・安堵
運動によるリフレッシュ

4.

5. 6.



地震翌日の営業風景



ご利用者宅の瓦礫撤去作業



震災翌日の取組み

ご利用者への連絡・被災状況の一覧表作成

家族・ケアマネージャーへ状況報告
ご利用者と連絡のついていないケアマネージャーへ情報共有
同居している家族には自宅でできる身体ケアのアドバイス

被災～利用復帰～復帰後も経時的に被災状況を追跡

継続的支援が可能に
物資・復旧作業の必要性の把握
電話連絡にて安否・状況確認 震災から数ヶ月後も

7.

8.



震災翌日の取組み
各種業者紹介9.



1日も休まず営業して得られたもの

被災者意識

支援者意識

<震災翌日>

・ご利用者同士もしくはスタッフと無事であったことに涙を流されている姿
・感謝のお言葉「一人で家にいたら…」「ホコルがあって良かった」

●スタッフの使命感
「自分より大変な状況のご利用者がいる」
「ユニフォームを着ている時は辛い気持ちが忘れることができた」

＜大災害時の管理者の判断として求められるもの＞

可能な限り早期からの意識変革を図ること
緊急時においても想定されるリスク整理を行うこと

事業所やご自宅にて…



スタッフは全員出勤し精力的に活動 


